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(3) 低地ラオが好きだとしている住宅のタイブは、 1 階建レンガ造住宅、高床あるいは元高床の半レンガ半木造住
宅、 2 階建レンガ造住宅に 3 等分され、この傾向は将来住みたいと思う住宅のタイプとも概ね一致するが、その理由
としては「美しさ」と「耐久性」が挙げられる。
(4) ラオス人民民主共和国においては、農山村地域の振興を総合的に推進する政策は打ち出されているが、法的枠
組みについてはまだ整備されておらず、各分野における一般法が個別に対応しており、その中でも農林業分野がイニ
シアティブをとっていると共に、農山村の生活空間については、土地に係る制度の準備が進んでおり、これまでのし
きたりに基づく慣習的利用から、個人の所有意識にも配慮した計画的利用が計画されるべき社会状況にある。
(5) 村落の現況と将来像を表現させる描画法を元に、開発の計画プロセスにおいて住民参加を進めるための実用的
な方法を開発し、提示している。
(6) 住民による村落現況図の多くの場合が地形や要素の位置関係を比較的忠実に表現しているのに対し、将来図で
は特定のモチーフが取り上げられて描かれるという傾向が見て取れ、図的表現法として将来図は現況図より近い視点、
を使って描かれている。
(7) 高床式住宅が現在の住宅の主流である一方、現地で“恒久的な住宅"と呼ばれるレンガ造あるいは高床式住宅
の 1 階部分をレンガ造に改修した住宅が、将来図で増えつつある傾向が顕著である。
以上のように、本論文は、ラオスの農山村における住宅の形態に関しては新たな住宅計画の秩序が生まれつつある
こと、農山村地域での開発は対象域の住宅を含む生活空間全体の秩序づくりにも配慮した計画策定・実施が進められ
ることが必要であること、開発に関する住民参加プロセスでは描画を取り入れることで対象空間の利用状況について
の詳細な情報や将来の願望などが碓認できることなど、今後農山村地域の生活空間の形態を計画していく上で必須の
基礎的要件を提示しており、建築計画学、特に建築形態工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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